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酪農教育ファーム、

愛知県・北海道で平成20年度スキルアップ研修会開催
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● 参加者が体験学習のポイントと
● プロセスを確認
酪農教育ファームは、酪農体験を通して子どもたち

に命や食の大切さを理解してもらい、豊かな心を育む

ことを目的に平成９年から始まり、認証牧場数は現在、

全国で約250牧場ある。

今回の研修会は、認証牧場の酪農家が酪農教育ファ

ームの基本的な学習方法である体験学習法の理論や実

践のポイントを学ぶとともに、酪農体験が子どもたち

の「食やいのちの学び」にどのようにつながっていく

のかを実践事例や体験プログラムをもとに具体的に考

え、それぞれの酪農体験学習に生かすことを目的にし

ている。

１日目の30日には、千歳市のホテル日航千歳で前田

浩史事務局長が酪農教育ファームの意義などについて

講演した後、参加者は恵庭市のむらかみ牧場（経営

主・村上隆彦さん）で酪農体験の研修を行い、研修を

通じて酪農体験学習の学びのプロセスやポイントを確

認した。

● 体験学習で酪農、
● 牛乳の価値が分かる消費者に
講演の中で前田事務局長は、「子どもたちが、牛乳

乳製品の原料である生乳の生産の仕組みを学ぶことは

食への理解を深める点で重要だ。牧場の牛に触れるこ

とでいのちを身近に感じたり、いのちを尊重する態度

を育てたり、食といのちに関する必要な知識を得るこ

とができる。このことが、酪農や牛乳の価値を理解す

る消費者を誕生させることにつながる」と述べ、酪農

教育ファームの意義を強調した。

また、酪農教育ファーム活動の学習構造は「体験学

習」と「協同学習」に分かれると指摘し、「体験学習

によって暗黙知が身につく。暗黙知とは、個人的な体

験を通じて形成されたイメージや感覚を含む知識の総

体で、生活の知恵といわれるものだ。見る、聞く、触

れるなどの五感を使って学ぶことで子どもたちの可能

性が引き出される」と述べた。

さらに、「子どもたちが知識を得るまでの過程（認

中央酪農会議は10月7～8日（愛知県）、10月30～31日（北海道）、酪農教育ファームの認証牧場を対象とした

平成20年度スキルアップ研修会を開催した。研修会には認証牧場の酪農家合計62人が参加し、刈谷市の清水牧

場、恵庭市のむらかみ牧場での酪農体験研修などを行った。以下、特に北海道会場での概要を紹介する。
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知プロセス）には、①感じる、②気づく、③知る、の

３段階がある。例えば、子どもたちは牛の乳を搾った

時に出るミルクは『ぬるい』、『あたたかい』、『あつい』

などと感じる。次に大人が、『家で飲むミルクは冷た

いよね』と声をかけることによって、子どもは『家で

飲む牛乳は冷たいけど、本当のミルクはあたたかいん

だ』と気づく。さらに大人が『ミルクって、お母さん

牛の体の中で作られるんだよ。栄養がいっぱい詰まっ

ていて、あたたかくないと子牛が腹をこわすよ』と知

識を提供することによって子どもたちが知ることがで

きる」と説明した。

● 協同学習で他者を尊重し、
● いのちを大切にする
一方、前田事務局長は「協同学習」について、「『子ども

対大人』と『子どもたち同士』の２つの関係が成り立つ。

前者は大人の支援によって認知プロセスを学ぶ。後者

は他の子どもとの理解度の差、考え方やとらえ方の違

いに気づき、そのギャップを確認したり、縮めたりしよ

うとする過程で学びを深めていく。これは、自らを客観

視しながら他者との違いを受容できる力である。他者

を尊重できることが、いのちを大切にすることになる。

これは、生きる力の基本要素ともいえる」と話した。

このほか、感情と記憶の関係についてもふれ、「感

情が豊な子どもは、些細な体験でも驚くほど強烈な印

象として記憶に刻まれる。例えば、大人になって牛乳

を飲み続けたり、子どもに勧めたりする人は、子ども

の時に牛乳をおいしく感じたり、楽しい経験を持って

いる。反対に牛乳を飲まない人は、牛乳の思い出が少

ない。無理して飲まされたなどネガティブな思い出が

多い」と述べた。

講演の後、恵庭市のむらかみ牧場に移動した参加者

は、体験学習に訪れた小学生役の中酪職員の搾乳体験

やバター造りなどを観察し、それぞれの牧場で実践し

ている酪農体験学習との考え方や方法の違いなどを確

認し合ったが、参加した酪農家からは、「子どもたち

は説明をなかなか聞いてくれないがどうすれば良いの

か」などの声が出ていた。

むらかみ牧場での体験研修後、体験を踏まえての疑

問や自らが実施する活動との違いとその意味等につい

て、ディスカッションを行った。

● 参加者が5班に別れ、
● 酪農体験プログラム発表
２日目は、参加者を５つの班に分け、班内で酪農教

育ファームを実践する上での課題や各牧場が子ども達

や消費者に伝えたいことを出し合い、それらを取り纏

めて一つの酪農体験プログラムを組み立てる作業を行

った。その作業を通して、各酪農家が持つ課題に対応

するヒントを得たり、自らのアイディアを披露したり

することで互いに学び合い、最後に班ごとに酪農体験

プログラムの発表を行った。

参加者からは、「他の牧場の酪農体験を見ることが

出来て良かった」、「自分の体験を見直すきっかけにな

った」などの評価を頂いた反面、「時間配分に工夫が

必要だ」、「もっと酪農家が発言する時間をとるべきだ」

などの意見を頂いた。今後とも参加者・関係者の意見

を頂きながら研修会プログラムの改善に努め、より実

践の場で活かせるような研修会にしていきたい。


